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はじめにはじめにはじめにはじめに 

 

文部科学省ホームページによると，「高等学校卒業程度認定試験は，様々な理由で，高等学校

を卒業できなかった者等の学習成果を適切に評価し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があるかどうかを認定するための試験です。合格者は大学・短大・専門学校の受験資格が与え

られます。また，高等学校卒業者と同等以上の学力がある者として認定され，就職，資格試験

等に活用することができます。(大学入学資格検定（大検）は，平成 17 年度より高等学校卒業

程度認定試験にかわりました。)」とあります。 

 

このことから，高等学校卒業程度認定試験（以下，高卒認定試験）は，高等学校で学ぶべき

内容をできる限りもれなく確認するような試験となっていると考えられます。実際に問題に目

を通してみると，毎年同じような内容の問題が出題されています。このことから，押さえてお

くべき点は割と限られていると思われます。 

 

このカリキュラムでは，高卒認定試験を受験して，合格することを目標としています。その

ため，過去問を使って高卒認定試験でよく出題される内容をカバーしていきます。ただ，本カ

リキュラムで扱う過去問は，旧課程「生物Ⅰ」の問題となるので，旧課程「生物Ⅰ」と「生物

基礎」の重複範囲に該当する問題のみを解説していきます。扱う問題に関しては，本テキスト

に抜粋してあります。 

 

また，旧課程「生物Ⅰ」には含まれておらず，新課程「生物基礎」には含まれる範囲は，「高高高高

卒認定試験卒認定試験卒認定試験卒認定試験    生物基礎生物基礎生物基礎生物基礎    ～新出範囲のまとめ～～新出範囲のまとめ～～新出範囲のまとめ～～新出範囲のまとめ～」というカリキュラムで，基本知識の確認をし

ていますので，そちらを参考にしてください。 

 

授業の流れですが，まずは過去問を解いてください。過去問は次回の授業のページの資料に

添付してありますが，先ほど述べたとおり，解く問題（授業で扱う問題）は，本テキストに抜

粋してありますので，その問題を解いてください。なお，このテキストは，書き込みができる

ように余白がありますから，その部分に授業中に必要だと思ったことを適宜書き込んでくださ

い。 

 

それでは，みなさん。問題を解いてから，実際に授業を視聴しましょう！！ 

 

manavee 生物科編者 著す 
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§§§§1    傾向分析傾向分析傾向分析傾向分析 

 

(1) 時間と問題数，配点について 

2013 年（旧課程）までは 1 科目で 50 分。大問は 5 題で，小問数は 25 問，配点は各 4 点であった。大問

数は，学習指導要領の大きな柱の数に対応しているため，2014 年以降（新課程）では，大問数は 2 題または

3 題と予想される。しかし，試験時間は依然として 50 分になっている。 

 

(2) 実験考察問題について 

試験時間が 50 分になっていることから，小問数が変化せずに 25 問のままになる，または，実験考察問題

が多く出題される可能性がある。ただ，今までの出題傾向から大きく離れることは考えがたく，今までも多

少実験考察問題が出題されていたが，教科書程度の知識があれば，そこまで難しい考察問題ではなかった。

また，2014 年度の第 1 回の試験では，出題者側も探り探りの中での試験となるため，難しい実験考察問題は

出づらいと思われる。 

 

(3) 難易度について 

今まで（生物Ⅰ）のテストを見る限り，最近 5 か年（10 回分）で難易度のばらつきはほとんどない。各大

問に 1 問程度難易度がほかの問題と比較して高めに設定されているものがあるように思われる。ただ，これ

もしっかりと状況把握をしたり，知識のあやふやさがなければ突破できない問題ではない。よって，できる

限り満点を目指していきたい。 

 

(4) 出題形式について 

出題形式は，マーク試験。記述試験と違ってマーク試験は時間の割に問題数が多い。そのため，早く問題

を解く必要がある。問題文を早く読む練習だけでなく，問題文に書いてある内容を早く理解する練習も必要

である。知識問題が大部分を占めるので，問題文を読みながら知識があふれ出てくるくらいが望ましい。ま

た，この知識問題の部分での失点は致命傷になるので，知識であやふやなところが少しでもあれば，教科書

等でしっかりと確認しておくこと。 

また，相対的に難しい問題は，計算問題や図の絡んだ問題であることが多い。しかし，計算は典型的な問

題が多く，図も教科書等でよく見る問題が多いので，しっかりと対策をしておけばそれほど苦労することも

ないだろう。普段から，重要な図やグラフについては，何も見ずに書けるくらいにしておくのがよいだろう。 

 

(5) 出題分野について 

科目の該当範囲からまんべんなく出題されている。生物基礎の学習指導要領では，「生物と遺伝子」の範囲

が，内容的には多いので，出題の割合は，「生物と遺伝子」＞「生物の体内環境の維持」＝「生物の多様性と

生態系」となると考えられる。 

 



    高卒認定試験高卒認定試験高卒認定試験高卒認定試験    生物Ⅰ生物Ⅰ生物Ⅰ生物Ⅰ    H22 年度年度年度年度    第第第第 2 回回回回 

 

- 5 - 

(6) 対策 

① 基本知識の確認 

→ ここで失点しないようにする！＆時間を稼ぐ！ 

ア) 日頃から，基礎的な知識を「あ～知っている」ではなく，その先の知識まで同時に引き出せるように。 

イ) ストーリーの中で納得しながら覚えていくこと。 

ウ) 図は自分で書きながら覚えること。 

エ) 用語集などを活用すること。 

② 計算問題・実験考察問題を素早くメモする練習。 

→ 自分なりの目もパターンを確立しておくこと。 
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§§§§2    過去問演習過去問演習過去問演習過去問演習 

1.細胞と遺伝子 
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2.生物の体内環境の維持 
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3.生物の多様性と生態系 
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